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中国国際サービス貿易交易会（CIFTIS 2026）参加報告 

－政治面での課題がある中でも続く、日中ビジネス交流の現場を見てー 

 

要旨 

今回初めて CIFTIS を見学した。JPEC の業務に直結するエネルギー関連展示は多くなかった一方、

JETRO の日本展示区や日系企業の出展、中国側来場者との商談・交流は活発であった。日中間に

は政治面で立場の違いや課題があるものの、ビジネスの現場では企業・支援機関・消費者の交流が実

務的に続いていることを実感した。 

 

1．開催日時・訪問概要 

（1）開催時期：2026 年 9 月 9 日（水）～13 日（日） 

※訪問日：2026 年 9 月 12 日（土） 

（2）会場：北京・首鋼園（Shougang Park） 

 

2．CIFTIS とは 

（1）中国国際サービス貿易交易会（China International Fair for Trade in Services）。 

2012 年に始まった、中国を代表するサービス貿易の総合見本市。金融、情報通信、文化・観 

光、健康、物流、環境サービスなど幅広い分野を扱う。 

（2）2026 年は約 1,830 社が会場出展し、会期中の主要エリア来場は約 42 万人。主賓国はノル 

ウェーで、各国・地域・国際機関の展示や商談、フォーラムが行われた。 

 

3．今回の CIFTIS の特徴 

（1）日本関係： 

JETRO が日本展示区を設け、福祉・介護、機能性住宅用品、スポーツ・アウトドア、健康食品な

どを紹介。武田製薬ブースも確認した。日本側の出展は生活・ヘルスケア分野が中心で、日系のエネ

ルギー企業の出展は目立たなかった。 

（2）AI・ロボット： 

多くの展示で「AI によるスマート化」が前面に出ており、来場者が実際に触れて体験できる展示が

多い。ロボットとの卓球、家庭教師型ロボット、ロボット犬など、子どもが参加できる展示が特に目立っ

た。 

（3）環境・エネルギー： 

展示規模は大きくないが、中国の石油大手や首鋼などが技術を紹介。内モンゴルから北京への水 

素輸送パイプを示す展示もあり、中国企業の技術発信・事業展開を観察する場としては有用と感じ 

た。 

 

この記事は、賛助会員・情報提供サービス購読者限定です。 

お申し込み後、続きをご覧いただくための閲覧用パスワードをお送りします。 

賛助会員·情報提供サービス購読者の方は、 

下のボタンから続きをご覧いただけます。 

◆賛助会員については、こちらからお問い合わせください > 

◆情報報提供サービスのお申込みはこちら > 
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